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　私はダライ＝ラマ第 １ ４ 世の「人生というの

は幸せな瞬間の連鎖であり、生き残るための闘

争ではありません」という文章を読んだことが

あります。しかし、私はダライ＝ラマの言葉と

違って、いつも明日のことへ忙いで、今日の幸

せを気づかない人間だった。

　私は １ 年半前、日本に来ました。朝日ホーム

で介護技能実習生として働いています。私は朝

日ホームに来て、利用者のＫさんと出会いまし

た。私はＫさんが好きです。なぜなら、彼女は

とても穏やかで、いつも明るく輝くように笑っ

ているからです。Ｋさんは表情を作って笑って

いるように見せかけるのではなく、心の底から

笑ってます。私はＫさんの近くにいるととても

安心できるのです。

　ある日、私がＫさんに「何のために生きてい

るのですか」と聞くと、「尿のため」と笑いな

がら即答しました。私もつい笑ってしまいまし

た。その時、単純におしっこがしたくて、笑い

ながら答えたんだなと思うと、不思議でもなん

でもありませんでした。Ｋさんは、ただ自分の

体で感じていることを言っただけでした。「生

きることはそんなに難しくないんだよ」と私に

教えてくれました。彼女と一緒にいると、時間

が止まったかのように感じます。私は穏かで安

心な過ごしているように思いました。「こんな

穏かさを感じるのはＫさんといるときだけ」と

自身に問いかけました。いや、それは違います。

　朝日ホームで働き始めたときから、日本人と

話していると、とても落ち着きます。日本人は

相手の話を最後までよく聞き、話しかける時の

態度、仕事に対する振る舞いなどが私の心を落

ち着かせてくれるのです。朝日ホームのおじい

さん、おばあさん達とお話をして朗かに笑って

いる看護師さん。仕事での失敗を笑い飛ばして

くれる仲間。こんな仲間のいることに気づきま

した。そうです。モンゴルで ３ 人の子育てに忙

しくて休み日がなかった。私はここ、日本で人

生という大冒険の最中、なにか休憩しているよ

うな感覚になっています。

　これからもダライ＝ラマ １ ４ 世の「人生とい

うのは幸せな瞬間の連鎖であり、...」という言

葉をかみしめながら、生きていこうと思います。
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日本での休憩
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